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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
第
二
十
三
回
総
会
に
お
い

て
新
し
く
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
伏

見
吉
弘
で
す
。
併
せ
て
、
新
事
務
局

長
に
こ
れ
ま
で
事
務
局
次
長
と
し
て

共
済
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
菅
野
一
喜
さ
ん
」
が
就
任
し
ま
し

た
。
今
年
一
年
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
、
二
・
一

三
福
島
県
沖
地
震
と
過
去
に
例
を
見

な
い
大
変
な
状
況
の
中
、
多
く
の
会
員

の
皆
様
と
各
地
区
協
の
ご
協
力
に
よ

り
、
ど
う
に
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
こ
の
成
果
を
福

島
県
支
部
協
議
会
の
大
き
な
財
産
と

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
持

ち
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
も
、「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
に
よ

り
厳
し
い
一
年
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
昨
年
の
台
風
十
九
号
、
昨
年
の

福
島
県
沖
地
震
と
二
年
続
き
の
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

自
然
災
害
共
済
加
入
と
携
帯
電
話
の

把
握
、
第
二
連
絡
先
（
別
居
の
親
族
）

の
把
握
を
今
年
度
の
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
に

お
い
て
県
内
で
は
一
定
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
全
国

的
に
は
立
憲
民
主
党
の
後
退
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
何
と

し
て
も
立
憲
民
主
党
の
党
勢
拡
大
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
織

内
議
員
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
を
推
薦

し
、
全
力
で
戦
い
抜
く
こ
と
を
全
体

で
確
認
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
全
員
一
丸
と
な
り
各
種

課
題
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
二
年
に
わ
た
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
」
と
の
戦
い
お
疲
れ
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
だ
先
は
不
透
明
で
す
が
健
康
に
留
意
し
て
元
気
に
お

過
ご
し
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

十
月
に
施
行
さ
れ
た
衆
議
院
選
挙
へ
の
ご
支
援
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
政
治
決
戦
の
年
で
す
。
七
月
は
参
議
院
選
挙

が
あ
り
ま
す
。
組
織
内
議
員
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
三
期

目
に
挑
戦
で
す
。
必
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
退
職
者
の
会
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆
様

の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
対
し
て
は
、
経
済
支

援
対
策
や
医
療
体
制
の
確
立
な
ど
、
抜
本
的
対
策
の
拡

充
に
向
け
て
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
を
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

七
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
立
憲
民

主
党
躍
進
の
た
め
、
特
段
の
お
力
添
い
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
心
か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

福島県議会議員
古市　三久
NTT労組組織内

（立憲民主党副代表）

立憲民主党　参議院議員
（NTT労組組織内）
石橋　みちひろ

福島県議会議員
高橋　秀樹
NTT労組組織内

（立憲民主党幹事長）

コロナ

　NTT 労働組合退職者の会・福
島県支部協の皆さま、2022年、
新年明けましておめでとうござ

います。旧年中も、コロナ禍で厳しい状況が続いた中で、
引き続き私の国政活動に対し、諸先輩方より大変温かい
ご支援をいただき、本当にありがとうございました。今
年は、７月に第26回参議院議員選挙が行われます。私に
とって三期目をめざす重要な決戦の年であり、先輩方の
ご期待にお応えするためにも、全力で頑張って必ず結果
を出す決意で、新しい年に臨んで参ります。
　昨年10月に行われた衆議院議員選挙で、立憲民主党は
改選前議席を大きく減らす敗北を喫しましたが、私が
今、最も憂慮しているのは、衆院選の結果、いわゆる改
憲勢力が４分の３もの議席を得てしまったことです。仮
に参院選で同様の結果となれば、自民党が目論む緊急事
態条項の創設や９条の改悪までやられてしまう懸念が
あり、それを防ぐためにも、何としても参院選での勝利
を目指さなければなりません。
　今、政治がやるべきは、改憲ではなく、憲法が保障す
る国民の権利を確保することであり、新自由主義や新型
コロナウイルス感染症によって深刻な影響を受けてき
た労働者や生活者の雇用や暮らしの安全・安心を再建し
て、格差や貧困をなくしていくことです。私も、一貫し
てめざしてきた「つながって、ささえあう社会」の具現
化をめざし、これまで以上に努力して参ります。先輩方
の温かいご支援・ご指導、とりわけ今夏の決戦に向けて
の応援をいただきますことをお願い申し上げ、年初にあ
たってのご挨拶とさせていただきます。

油断大敵
コロナに負けるな！

コロナ禍を支部協一丸となり乗り切ろう
参議院選挙に勝利し、安心して

暮らせる社会を取り戻そう

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
退
職
者
の
会

　
　
　
　

福
島
県
支
部
協
議
会

会
長　

伏
見　

吉
弘

年頭挨拶

2022年
謹賀新年



県 協 ニ ュ ー ス第38号 2022年１月発行（2）

り
、
今
後
も
更
に
加
速
化
し
て

い
く
と
推
測
さ
れ
る
。

　

２
．
事
務
局
体
制
に
つ
い
て
、
当

面
は
現
状
の
週
三
日
体
制
を
継

続
す
る
。

　

３
．
会
員
が
参
加
で
き
る
県
協

ニ
ュ
ー
ス
作
り
を
目
指
す
。

　

４
．
会
員
動
向
調
査

　
　
　

各
地
区
協
の
判
断
で
電
話
、

訪
問
、
郵
送
等
の
方
法
で
実
施

し
た
。

　

５
．
来
年
の
参
院
選
に
お
い
て
は

「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」
の
必
勝
を

期
す
。

三
、
役
員
の
選
出

　
　

今
総
会
は
役
員
改
選
期
に
あ
た

り
、
次
の
方
々
が
今
後
二
年
間
業

務
推
進
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

会　
　

長　

伏
見　

吉
弘
（
福　

島
）

副
会
長　

廣
田　

幸
夫
（
福　

島
）

　
　
〃　
　

山
ノ
井
茂
喜
（
郡　

山
）

　
　
〃　
　

鈴
木　

尚
栄
（
会　

津
）

　
　
〃　
　

鈴
木　

俊
寿
（
い
わ
き
）

事
務
局
長　

菅
野　

一
喜
（
福　

島
）

事
務
局
次
長　

渡
部　

澄
子
（
福　

島
）

　
　
〃　
　
　
（
欠　

員
）　　
（
福　

島
）

会
計
監
査　

斎
藤　

幹
雄
（
福　

島
）

　
　
〃　
　

高
橋　

和
子
（
福　

島
）

　

な
お
、
事
務
局
次
長
欠
員
に
つ
い

て
は
、
選
出
次
第
地
区
代
表
者
会
議

に
諮
る
。

　

以
上
の
報
告
、
提
案
に
つ
い
て
、

質
疑
討
論
を
行
っ
た
後
、
全
会
一
致

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

地区協 開催月日 開催形態・会場
福　島 11月19日 書面決議方式
二本松 11月16日 幹事会方式（福祉センター）
郡　山 12月３日 役員会方式（労働福祉会館）
須賀川 11月23日 書面決議方式
白　河 11月10日 幹事会方式
石　川 12月16日 書面決議方式
三　春 11月18日 幹事会方式（八文字屋）
会　津 11月20日 書面決議方式
いわき 11月30日 書面決議方式
南相馬 12月17日 書面決議方式
相　馬 11月30日 書面決議方式

■　各地区協の総会開催状況　■

各地区協代議員と総会を進める県支部協

　

総
会
開
催
冒
頭
、
物
故
者
に
対
し

て
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

一
、
議
長
に
廣
田
幸
夫
会
長
代
行
を

選
出
し
、
次
の
通
り
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

１
．
事
務
局
次
長
を
二
名
体
制
に

増
強
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
方
式
に
よ
る
地
区
協

代
表
者
会
議
や
県
協
ニ
ュ
ー
ス

に
よ
り
、
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
た
。

　

３
．
二
月
の
地
震
に
よ
る
被
害
者

へ
の
補
償
事
務
は
、
各
地
区
協

と
連
絡
を
密
に
し
て
対
応
し
た

結
果
、
滞
り
な
く
完
了
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

　

４
．
衆
院
選
に
勝
利
す
る
た
め
、

必
ず
投
票
す
る
よ
う
呼
び
掛
け

る
。

二
、
続
い
て
議
事
に
入
り
、
伏
見
事

務
局
長
か
ら
昨
年
度
の
総
括
及
び

新
年
度
の
活
動
方
針
等
に
つ
い

て
、
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
．
退
職
者
の
会
の
会
員
数
は
、

昨
年
度
は
二
十
名
の
減
員
で
あ

新事務局長
菅野　一喜

無料法律相談
困り事は深刻になる前に、先ず連絡を
予約は024－534－1144
遠方の方は電話でも相談可能です

　NTT 労働組合
退職者の会福島県
支部協議会の皆
様、新年あけまし
ておめでとうござ
います。
　皆様には、日頃
から大きなご支援
を賜り、私の政治
活動を支えていただき、心から感謝申し上げます。
　先の総選挙では、比例復活で当選させていただ
き、再び議席を得ることができました。
　次こそ小選挙区での勝利を得るため、選挙後早々
から地域回りに力を注いでおります。引き続きのご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
　選挙では、「いのち　子ども　暮らしを守る」を
スローガンに、誰も置き去りにしない社会をつく
り、あなたのための政治を行なうと訴えさせていた
だきました。この皆様とのお約束を果たすべく、国
政の場で全力で取り組んで参ります。
　具体的には、今後も予想されるコロナ禍へ、医療
提供体制の整備、事業者や生活者への支援などの対
策をしっかりと行なうこと、また私がとりまとめた
「子ども総合基本法」を成立させること、に先ずは
取り組みます。
　福島県支部協のますますのご発展と、皆様の今年
一年のご多幸を祈念申し上げます。

立
憲
民
主
党　

衆
議
院
議
員岡本あき子

　NTT 労組退職者の会福島県支部
協議会の皆様、いつも温かいご支援
を賜り、誠にありがとうございます。
　2022年、新たな年を迎えました。
昨年、一昨年と先輩の皆様にお会い
することは叶いませんでしたが、皆
様に対する感謝の気持ちを常に携え
ながら、日々国会活動に邁進してい
ます。
　昨年の衆院選は、多くのご支援にもかかわらず、一強政治の打破、
与野党伯仲の議会構成には届きませんでした。新たな体制で臨む通常
国会では、しっかり国民の皆様の意見を反映させる、生活者、社会的
に弱い立場の人々に寄りそった政治の実現に向けて活動を進めてまい
ります。
　新型コロナウイルス感染症対策はもちろん、経済対策、社会保障制
度、税制、外交など国政で取り組むべき課題は数多くあります。また初
当選から所属し続けている総務委員会では情報通信政策をはじめ、コロ
ナ禍での地方自治のあり方など引き続き議論していきたいと思います。
　私、吉川さおりは、昨年に引き続き議院運営委員会筆頭理事を務め
ています。必要なときに国会を開会し、充実した議論ができる環境と
緊張感とバランスを取り戻すために努力してまいります。今夏の第26
回参院選、３期目に挑戦する「石橋みちひろ」議員とともに、参議院
で努力を続けてまいります。
　これからも先輩の皆様にご指導賜りながら、初心と感謝の気持ち、
政治を志した原点を忘れず精一杯活動を進めます。
　寒い日が続きますが、先輩の皆様、どうかお身体にはくれぐれもお
気を付けください。次にお会いできる日を心から楽しみにしております。

立
憲
民
主
党　

参
議
院
議
員

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
組
織
内
）

吉川　沙織

会
員
の
安
全
・
健
康
第
一
を
優
先
に

県
支
部
協
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
を
進
め
よ
う

十
月
二
十
五
日
　
第
二
十
三
回
福
島
県
支
部
協
定
期
総
会
開
く
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会
員
紹
介

コ
ー
ナ
ー

今
回
か
ら
会
員
の
趣
味
や
特

技
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
県

内
名
勝
地
の

紹
介
等
掲
載

し
ま
す
の

で
、
ご
愛
読

く
だ
さ
い
。

 

ツ
ー
リ
ン
グ

�

福
島
地
区
協
議
会　

鈴
木　

繁
夫

　

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
と
寒
い
、

暑
い
、
尻
が
痛
い
、
そ
れ
で
も
自
分

の
体
を
さ
ら
し
て
自
分
の
力
で
は
出

せ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
爽
快
感
の

よ
う
な
気
持
ち
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
温
泉
、
特
に
野
湯
が
最
高
で

す
。
羅
臼
の
薫
別
、
相
泊
、
ク
マ
の

糞
を
横
目
に
見
な
が
ら
着
い
た
黄
金

温
泉
、
大
雪
山
の
旭
岳
温
泉
。
屈
斜

路
湖
で
流
れ
星
に
感
嘆
し
て
い
た
が

酔
っ
払
っ
て
い
た
の
で
全
然
覚
え
て

い
な
か
っ
た
。（
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ

し
て
い
た
友
人
が
俺
が
そ
う
言
っ
て

い
た
と
）
和
琴
温
泉
、
裸
で
砂
の
湯

舟
を
掘
っ
て
い
た
ら
観
光
バ
ス
が
眺

め
て
走
っ

て
い
っ
た

砂
湯
。
朝

出
発
し
よ

う
と
し
て

バ
イ
ク
と

転
び
、
膝

を
す
り
む

き
硫
黄
泉

で
治
し
た

カ
ム
イ
ワ
ッ

カ
の
滝
（
し
み
る
）、
然
別
峡
キ
ャ

ン
プ
場
の
鹿
の
湯
と
そ
の
温
泉
群
。

北
海
道
で
は
な
い
け
ど
自
分
最
長
二

週
間
キ
ャ
ン
プ
ツ
ー
リ
ン
グ
で
行
っ

た
奥
奥
八
九
郎
温
泉
、
野
湯
だ
け
で

も
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

景
色
で
は
奥
尻
島
の
キ
ャ
ン
プ

場
、
高
台
に
あ
り
誰
も
い
な
い
、
風

の
音
だ
け
で
沈
む
真
っ
赤
な
夕
日
、

二
日
目
に
一
人
来
て
独
り
占
め
で
は

な
く
な
っ
た
が
二
日
間
き
れ
い
な
夕

日
だ
っ
た
。
湧
別
の
キ
ャ
ン
プ
場
で

朝
う
る
さ
く
て
目
が
覚
め
、
丘
の
上

に
登
っ
た
ら
一
面
の
雲
海
が
広
が
っ

て
い
た
。
そ
こ
は
高
く
て
も
標
高
五

十
ｍ
位
な
の
に
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
と
い
ろ
い
ろ

な
情
景
が
断
片
的
に
浮
か
ん
で
く

る
。
今
も
年
三
、
四
回
は
近
場
に

行
っ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
、

体
力
が
あ
れ
ば
ま
た
長
期
ツ
ー
リ
ン

グ
を
し
た
い
も
の
で
す
。

私
の
趣
味
は
さ
し
す
せ
そ

�

相
馬
地
区
協
議
会　

鶴
岡　

享
治

　

い
き
な
り
訳
の
わ
か
ら
な
い
表
題

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ご
説
明
し
ま

す
。

　
「
さ
」
は
一
局
指
す
の
さ
、「
し
」

は
終
局
の
し
、「
す
」
は
駒
を
進
め

る
の
す
、「
せ
」
は
戦
局
を
見
つ
め

る
の
せ
、「
そ
」
は
相
似
形
の
そ
で
、

全
て
将
棋
に
関
係
す
る
言
葉
で
い
か

に
も
へ
そ
曲
が
り
の
私
ら
し
い
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
将
棋
の
駒
に
触
れ
た
の
は
小

学
一
年
生
の
時
で
、
そ
の
時
は
皆
さ

ん
が
よ
く
や
っ
た
周
り
将
棋
で
し

た
。
そ
の
後
山
崩
し
を
経
験
し
五
年

生
の
時
、
駒
を
揃
え
た
本
将
棋
を
始

め
ま
し
た
。
字
数
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
こ
か
ら
五
年
先
に
進
め

ま
す
。

　

舞
台
は
高
校
一
年
生
、
授
業
と
授

業
の
合
間
の
十
分
間
、
机
に
将
棋
盤

を
置
き
一
、
二
局
指
し
た
も
の
で
し

た
。
初
段
を
目
指
し
た
の
は
高
校
三

年
の
受
験
時
、
将
棋
の
月
刊
誌
を
購

入
し
、
往
復
は
が
き
を
毎
月
投
函
し

続
け
ま
し
た
。
規
定
の
点
数
に
達

し
、
見
事
初
段
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
終
局
か
と
思

い
き
や
、
仙
台
の
大
学
に
入
学
し
将

棋
部
に
在
籍
、
段
位
が
上
が
ら
な
い

ま
ま
ど
っ
ぷ
り
と
将
棋
に
つ
か
っ
た

の
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
五
十
年
の
月
日
が
流

れ
、
現
在
は
ネ
ッ
ト
で
全
国
の
猛
者

の
方
々
と
対
戦
し
、
一
喜
一
憂
し
た

り
、
新
聞
の
十
週
連
続
得
点
取
得

で
、
日
本
将
棋
連
盟
か
ら
六
段
の
認

定
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
日
々
将

棋
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。

　

約
六
十
年
間
将
棋
に
接
し
感
じ
た

こ
と
は
、
将
棋
と
は
高
校
の
時
に

習
っ
た
数
学
の
因
数
分
解
の
よ
う
な

も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
駒
の
働
き
の
組
み
合
わ
せ
を

五
、
六
と
お
り
考
え
た
り
、
ま
た
別

の
視
点
か
ら
組
み
立
て
て
み
た
り

と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

　

い
ま
話
題
の
「
藤
井
聡
太
四
冠
」

は
何
千
通
り
の
組
み
合
わ
せ
を
瞬
時

に
描
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
そ
う
と
し
て
、
私
は
明
る

く
楽
し
く
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

は
、
何
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
た
ら
良

い
の
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
日
曜
将
棋
を
見

な
が
ら
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

身
近
な
鉱
物
の
世
界

�

石
川
地
区
協
議
会　

増
子　

勝
昭

　

石
川
町
は
、「
日
本
三
大
鉱
物
産

地
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
石
川
町
に
は
か
つ
て
、
珪
石

（
石
英
）
や
長
石
を
採
掘
し
た
鉱
山

が
百
箇
所
ほ
ど
あ
っ
た
。
五
年
前
に

町
民
を
対
象
に
「
鉱
物
教
室
」
が
開

講
さ
れ
た
の
を
機
に
受
講
生
と
な
っ

た
。
体
験
学
習
観
察
会
は
、
年
に
数

回
県
内
各
地
に
ハ
ン
マ
ー
と
鏨
（
た

が
ね
）、
防
塵
眼
鏡
、
採
取
物
を
入

れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
ち
出
か
け
る
。

　

最
近
の
鉱
物
採
取
体
験
場
所

❶
鮫
川
村
　
永
井
鉱
山
跡

�

（
二
〇
二
一
年
十
一
月
）

　
　

昭
和
三
十
年
頃
ま
で
タ
ン
グ
ス

テ
ン
鉱
山
で
あ
っ
た
。
鋼
を
製
造

す
る
に
必
要
な
金
属
。
な
お
、
石

灰
岩
に
花
崗
岩
が
貫
入
し
た
と
き

に
生
じ
た
熱
で
各
種
鉱
物
が
生
成

さ
れ
た
。

　
　

ま
た
、
ザ
ク
ロ
石
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
ズ
リ
（
廃
石
）

の
中
か
ら
採
取
し
た
。

　
【
写
真
１
】
ザ
ク
ロ
石　

茶
色
で

数
ミ
リ
の
結
晶
。

❷
塙
町
西
河
内
（
二
〇
二
一
年
十
月
）

　
　

こ
の
鉱
山
は
現
在
、
Ｆ
鉱
業
社

が
貝
化
石
を
採
掘
、
粉
砕
し
て
製

品
化
し
、
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
な
ど
が

多
い
こ
と
か
ら
飼
・
肥
料
と
し
て

各
地
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
こ
で
の
採
取
体
験
は
、
二
枚

貝
の
一
種
の
フ
ネ
ガ
イ
（
赤
貝
）。

数
ミ
リ
の
黒
い
ツ
メ
の
様
な
も
の

は
、
カ
ニ
の
ツ
メ
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
一
千
万
年
前
の
地
層
か

ら
採
取
し
た
。

　
【
写
真
２
】
二
枚
貝
と
カ
ニ
の
ツ

メ
こ
れ
か
ら
も
ロ
マ
ン
を
感
じ
な

が
ら
石
に
鏨
を
当
て
る
日
が
続
き

そ
う
で
す
。

一
年
間
の
取
組
み
を

�

振
り
返
っ
て

�

南
相
馬
地
区
協
議
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡

大
は
、
私
達
の
生
活
や
活
動
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
が
中
止
と
な
る
中
、

退
職
者
の
会
と

し
て
年
間
活
動

計
画
に
基
づ
き

屋
外
で
の
活
動

を
中
心
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
五
月
に
は
、
南

相
馬
・
相
馬
地
区
退
職
者
・
電
電
原

町
Ｏ
Ｂ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
と
合
同
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
に
は
、
南
相
馬
市

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
南
相
馬

退
職
者
の
会
で
初
め
て
と
な
る
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
多
く
の
会
員
や
家
族
の
参
加
を

頂
き
、
秋
晴
れ
の
下
、
楽
し
く
親
睦

と
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
久
々
に
お
会

い
す
る
方
も
お
り
会
話
が
弾
む
な
ど

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

男
女
別
競
技
の
結
果
、
男
子
の
部

は
、
半
谷
敬
一
さ
ん
、
女
子
の
部
は
、

渡
部
順
子
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

紋別市にある「蟹のオブジェ」前にて

野湯にどっぷり浸かって気分最高！

６段の認定を受けた鶴岡さん

【写真１】

【写真２】

楽しい交流を続ける南相馬地区協の皆さん
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三
春
町
の
「
健
康
づ
く
り
」
に

参
画
し
て

�

三
春
地
区
協
議
会　

西
川　

富
子

　

平
成
十
六
年
三
春
町
が
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
駅
前

健
康
サ
ロ
ン
」
を
開
設
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
運
営
を
委
託
さ
れ
ま
し

た
。（
週
五
日
・
午
前
十
時
～
午
後

四
時
）

　
「
健
康
サ
ロ
ン
」
と
は
地
域
の
皆

さ
ん
が
気
楽
に
立
ち
寄
り
、
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
血

圧
測
定
等
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

マ
シ
ー
ン
で
の
運
動
等
健
康
づ
く
り

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
開

設
し
ま
し
た
。
県
内
初
の
試
み
と
い

う
事
で
白
紙
の
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
現
在
は
皆
さ
ん
の

「
憩
い
の
場
」
と
し
て
定
着
し
、ピ
ー

ク
時
は
年
間
延
べ
四
千
名
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
初
は
利
用

者
の
八
割
位
が
女
性
で
し
た
が
、
現

在
は
「
元
気
だ
か
ら
来
れ
る
の
か
、

来
る
か
ら
元
気
な
の
か
」
と
高
齢
の

男
性
の
利
用
が
多
く
、
話
題
も
豊
富

で
教
え
て
も
ら
う
事
が
多
々
あ
り
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
と
パ
ワ
ー
が
私
の
元

気
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
退
職
の
青
柳
秀
子

さ
ん
も
加
わ
り
、
十
名
の
素
晴
ら
し

い
仲
間
が
週
一
回
三
時
間
の
当
番
で

す
が
、
十
七
年
間
続
け
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
で
す
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
時
間
も
制
限

さ
れ
、
お
茶
も
出
せ
ず
少
し
寂
し
い

サ
ロ
ン
で
す
が
、
早
く
コ
ロ
ナ
が
終

息
し
て
賑
や
か
に
な
る
事
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

滝
桜
な
ど
三
春
町
に
お
出
か
け
に

な
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
三
春
駅
の
隣

に
「
駅
前
健
康
サ
ロ
ン
」
が
あ
り
ま

す
の
で
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
等
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
趣
味

プ
ラ
モ
デ
ル
蒐
集
・
製
作

�

須
賀
川
地
区
協
議
会　

鈴
木　

眞
正

　

私
の
趣
味
は
プ
ラ
モ
デ
ル
で
す
。

小
学
校
か
ら
で
す
の
で
お
お
よ
そ
六

十
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　

欲
し
い
製
品
が
出
る
と
、
退
職
し

た
ら
思
い
っ
切
り
作
る
ぞ
と
、
コ
ツ

コ
ツ
買
い
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
や
っ
と
作
れ
る
よ
う
に
な

り
、
部
屋
に
籠
っ
て
製
作
に
没
頭
し

て
い
ま
す
。
本
人
は
大
満
足
で
す

が
、
家
人
は
呆
れ
て
い
る
の
か
慣
れ

た
の
か
何
も
言
い
ま
せ
ん
。
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

　

プ
ラ
モ
デ
ル
は
パ
ー
ツ
を
組
み
立

て
色
を
塗
っ
て
完
成
で
す
が
、
今
の

私
は
目
は
ボ
ン
ヤ
リ
、
肩
は
バ
リ
バ

リ
凝
り
、
手
先
は
ふ
る
え
て
な
か
な

か
満
足
で
き
る
完
成
品
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

同
じ
製
品
で
も
プ
ロ
が
作
る
と
何

万
円
に
も
な
り
ま
す
が
、
私
の
作
品

は
私
以
外
に
は
厄
介
な
ゴ
ミ
と
し
か

な
り
ま
せ
ん
。
全
く
自
己
満
足
の
世

界
で
す
。
も
っ
と
う
ま
く
作
り
た
い

と
思
う
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
衰
え
て
く
る

だ
ろ
う
目
も
肩
も
サ
プ
リ
等
に
頼
ら

ず
、
宇
津
峰
や
那
須
の
山
々
を
時
折

眺
め
て
目
を
癒
し
、
テ
レ
ビ
で
観
た

肩
ほ
ぐ
し
運
動
を
し
つ
つ
、
明
日
は

こ
れ
を
、
次
は
あ
れ
を
作
ろ
う
と
製

作
意
欲
は
日
々
増
す
ば
か
り
で
す
。

陶
芸
の
魅
力

�

い
わ
き
地
区
協
議
会　

相
川　

忠
司

　

陶
芸
を
始
め
た
の
は
先
輩
の
幕
田

さ
ん
に
教
室
へ
の
誘
い
を
受
け
た
か

ら
で
し
た
。
そ
の
後
、
単
身
赴
任
の

四
年
ぐ
ら
い
を
除
き
、
三
十
五
年
ぐ

ら
い
続
け
て
い
ま
す
。
六
年
前
に
自

分
の
窯
を
持
ち
ま
し
た
。

　

今
年
、
終
活
を
か
ね
て
物
置
を
片

付
け
、
十
畳
ほ
ど
の
新
た
な
陶
芸
部

屋
を
作
り
ま
し
た
。
サ
ッ
シ
や
壁
・

作
業
台
も
素
人
の
日
曜
大
工
仕
事
で

お
粗
末
で
す
が
、
作
陶
は
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
場
所
で
週
二
回
、
午
前
と
午

後
、
教
室
と
い
う
よ
り
も
同
好
の
士

の
集
ま
り
と
い
っ
た
雰
囲
気
で
、
主

に
高
校
の
同
級
生
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｏ
Ｂ

の
人
た
ち
五
人
ほ
ど
で
楽
し
い
時
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

焼
き
物
の
魅
力
は
釉
薬
を
掛
け
て

焼
き
上
が
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
初
め
て

作
っ
た
作
品
で
も
物
を
入
れ
れ
ば
結

構
様
に
な
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
同

じ
も
の
を
作
り
始
め
て
も
そ
れ
ぞ
れ

個
性
が
出
て
き
ま
す
。
私
も
、
食
器

ば
か
り
で
は
面
白
み
が
な
い
の
で
犬

や
猫
の
置
物
、
陶
製
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を

作
っ
て
ユ
ニ
ッ
ト
を
嵌
め
た
ス
ピ
ー

カ
ー
。
今
は
卓
上
水
琴
窟
を
物
に
し

よ
う
と
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　

ま
あ
ま
あ
出
来
た
と
思
う
作
品
は
、

同
級
生
の
店
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

城
東
マ
ル
ト
店
横
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
『
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
・
フ
ラ

グ
ラ
ン
ツ
ァ
』
木
・
金
・
土
・
日
の

十
一
時
半
か
ら
十
四
時
半
。
ラ
ン
チ

の
み
の
店
で
す
が
、
時
間
が
あ
っ
た

ら
是
非
覗
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
が
忙
し
く
、

�

ま
た
、
楽
し
い

�

会
津
地
区
協
議
会　

三
瓶　
　

奨

　

平
成
十
五
年
三
月
に
六
十
才
定
年

退
職
を
け
じ
め
と
し
て
第
二
の
人
生

を
選
び
ま
し
た
。
退
職
と
同
時
に
会

津
若
松
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
、
好

き
な
庭
木
の
剪
定
や
雪
吊
り
等
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
後
、
何
年
続
け

ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
安
全
第

一
に
考
え
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
と
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
依
頼
主
は
高
齢
者
一
人
暮
ら

し
宅
が
多
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
お
話

や
相
談
を
受
け
る
事
が
あ
り
、
聞
く

こ
と
も
一
仕
事
で
す
。

　

平
成
十
七
年
七
月
に
出
羽
三
山
福

神
講
に
知
人
か
ら
誘
わ
れ
、
毎
年
七

月
に
羽
黒
山
の
宿
坊
で
御
祈
祷
を
受

け
十
年
以
上
続
け
ま
し
た
。
山
は
好

き
だ
っ
た
の
で
、
退
職
当
時
は
会
津

の
百
名
山
を
数
か
所
登
頂
し
、
そ
の

後
、
登
山
仲
間
に
誘
わ
れ
て
県
外
の

山
へ
、
月
山
・
早
池
峰
山
・
鳥
海
山
・

神
室
山
・
栗
駒
山
、
谷
川
岳
・
御
嶽

山
・
茶
臼
岳
等
に
登
り
ま
し
た
。
平

成
二
十
五
年
十
月
に
七
十
才
で
飯
豊

連
峰
の
縦
走
に
成
功
し
た
の
は
、
忘

れ
ら
れ
な
い
私
の
貴
重
な
経
験
で
大

変
感
激
し
ま
し
た
。

　

毎
年
情
報
労
連
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

に
は
必
ず
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

前
の
コ
ン
ペ
は
ハ
ン
デ
に
恵
ま
れ
て

十
五
位
に
入
り
ま
し
た
。
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
懐
か
し

く
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

趣
味
が
多
い
で
す
が
、
最
後
は

「
釣
り
」
で
す
。
日
本
海
は
佐
渡
・

粟
島
沖
へ
片
道
二
時
間
以
上
乗
船

し
、
鯛
・
鱈
・
鰤
・
あ
じ
・
い
か
釣

り
、
太
平
洋
は
塩
釜
へ
カ
レ
イ
・
ヒ

ラ
メ
、
昨
年
か
ら
は
タ
コ
吊
り
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
釣
り
仲
間
と
の
毎

年
の
一
泊
忘
年
会
は
、
一
年
の
釣
果

を
自
慢
し
合
う
場
で
何
よ
り
の
楽
し

み
で
す
。
退
職
後
の
方
が
忙
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
健
康
で

あ
る
こ
と
と
、
家
族
、
友
達
の
お
陰

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

是非お立ち寄りをと呼び掛ける西川さん（左端）

子ども時代に戻ったかのような鈴木さん完成した自慢のミニカー

頂上の気分は最高だー！ほらっ！でっかいべ！

広々とした自作の陶芸部屋で（左側が相川さん）


